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１．まえがき 

近年，IP 放送やコンテンツ配信に代表される動

画配信サービスが普及している．動画配信サービ

スには，無料のものもあるが，有料が多くなりつ

つある．また，IP 放送では，エンドエンドの品質

確保のために，トラヒックに応じた通信制御が求

められる．筆者らは，これまで IP放送の料金につ

いて検討しているが，価格弾性値は電話サービス

の調査結果より流用していた[1]．本稿では，動画

配信サービスの課金方式について分類し，サービ

スとその料金に関するアンケート調査を実施し，

それぞれの場合における価格弾性値を導出する． 

 

２．動画配信サービス 

チャネルサービスはテレビ放送のようにチャネ

ルごとに決まったタイムテーブルに沿って番組を

配信する形態であり，30 ほどのチャネルが基本料

金で視聴できる．基本のチャネルパック以外に嗜

好性の高いチャネルが用意されており，オプショ

ン料金を払うことで利用することができる．一般

のテレビに STB(セットトップボックス)と呼ばれ

る専用の受信装置を設置することで利用でき，通

信にはマルチキャストを使用する． 

ビデオサービスとはレンタルビデオのように視

聴者が指定したコンテンツを一定期間配信する形

式で，期間内ならいつでも好きな時間に視聴する

ことができる．多くのサービスでビデオと同じく，

一時停止，巻き戻し等の操作をする事ができる．

外出せずにコンテンツを視聴できる，自動的に返 

 却されるため延滞の恐れがないなど，レンタルビ

デオ店と比較するとメリビデットが大きい．通信

にはユニキャストを用いる． 

 
３．課金方式の分類 

現行の動画配信サービスの課金として，定額制，

従量制が挙げられるが，両方を併用している事業

者が多いため，課金体系が複雑になっている．そ

こで，現行のサービスを調査し，サービスの種類

とそれの課金方式を分類する．なお，サービスの

中には無料で利用できるものもあるが，種類が少

ない上，本稿で議論する価格弾性値を求めること

ができないため，ここでは考えない． 

調査の結果，動画配信サービスとその課金方式

は，以下のように大別することができる． 

・チャネルサービス：定額制 

・ビデオサービス：従量制 

チャネルサービスについては，基本料金とオプ

ション料金に分けることができるが，どちらも定

額制サービスとみなすことができる． 

ビデオサービスの課金方式は定額制と従量制の

二つがあるが，定額制のサービスは少なく，事業

者ごとに料金の違いが大きすぎるので今回は無視

することにした．また従量制にはコンテンツごと

に課金する方式と，月額基本料金で月 2，3本視聴

できるがそれ以降は利用コンテンツごとに課金す

るという，定額制と従量制を合わせたような課金 

方式の二通りが見られたが，どちらも従量制サー

ビスとみなすことができる． 



４．アンケート調査 

動画配信サービスとそれらのサービス料金に関

する価格弾性値を明らかにするため，アンケート

調査を行う．アンケートでは，各サービスに対す

る利用希望金額について調査している．本調査に

おけるサンプル数は 84であった． 

調査票には動画配信サービスの説明に加え，それ

ぞれのサービスごとの希望利用料金を問う設問を

用意する．調査より得られた月額サービス料金と

利用者数を図 1に示す． 

 

５．価格弾性値 

価格弾性値とはサービスや商品の価格の変化に

対して，需要がどのように変化するかを見る指標

である．一般に，需要の低い商品ほど価格弾性値

は高くなる傾向にあり，逆に需要の高い商品ほど

価格弾性値は低くなる．商品の持つ価格弾性値が

商品ごとに異なるため企業はそれぞれに別々の価

格をつけることができる．また，同じ商品でも販

売される市場によって価格弾性値が異なる場合も

ある． 実際には企業の販売戦略や物価の値に影響

されるので価格弾性値のみで価格が決定する訳で

はないが，適正な価格設定のための最も重要な指

標になっている． 

価格弾性値は以下の式で求められる[2]． 

価格弾性値 = 価格変化率／需要変化率   (1) 

 

それぞれのサービスにおける価格弾性値を以下

に示す． 

・ チャネルサービス（基本パック）の 

価格弾性値：0.009804 

・ チャネルサービス（オプション料金）の 

価格弾性値：0.003030 

・ ビデオサービスの価格弾性値：0.003247 
 

一般に，価格弾性値が低いサービスほど価格変 

動の影響を受けにくく，需要が高いサービスとみ

なすことができる．したがって，ビデオサービス

の方がチャネルサービスより需要が高いといえ

る．チャネルサービスについてはオプション料金

の価格弾性値が基本パックの価格弾性値を下回

り，多チャネルよりも自分の趣味に合ったチャネ

ルを選びたいという傾向が見られた． 

 
６．むすび 

本稿では，動画配信サービスについて，サービス

の種類とその課金方式について検討した．また，

それぞれのサービスにおける価格弾性値をアンケ

ート調査より明らかにした．本稿では，無料のサ

ービスに関する議論を省いたが，無料サービスは

有料サービスに影響を与える．したがって，その

影響に関する検討が必要であろう．また，本稿で

は，品質に関する議論は行わなかったが，品質，

ユーザ満足度，料金の関係に関する検討も今後必

要であろう． 
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図 1 月額サービス料金と利用者数 

 


